
《星砂の浜》（部分）　165.0 × 210.0

第442回 ぬましんストリートギャラリー

2025 7.14mon.〜8.29fri.

清水 操 展 
Shimizu Misao Exhibition 2025

美
し
い
日
本
の
南
の
島



清水　操　SHIMIZU MISAO（1955-   ）

1955	 東京都板橋区に生まれる
1980	 東京藝術大学美術学部絵画科日本画専攻卒業
1982	 東京藝術大学大学院美術研究科保存修復技術（現  文化財保存学）修了　
	 第 67 回院展　初入選（～現在）
1983	 第 38 回春の院展　初入選（～現在）
1994	 第 9 回東京セントラル美術館日本画大賞展　優秀賞受賞
1995	 第 80 回院展　奨励賞受賞（同’ 2009）
1997	 第 1 回田中一村記念奄美日本画大賞展　入選
2004	 個展「夏至南風・清水操展」（箱根成川美術館）
2007	 第 62 回春の院展　外務大臣賞受賞
2019	 第 74 回春の院展　奨励賞受賞
2023	 個展「清水操　見果てぬ夢～沖縄の海を描いて」（箱根成川美術館）
現在	 日本美術院特待

　

こ
の
度
、
沼
津
信
用
金
庫
の
ご
支
援
で
初
め
て
沼
津
で
の
個
展
が
実
現
し
ま
し
た
。
四
十
年
前
、
家
族
旅
行
で
訪
れ
た
沖
縄

の
海
の
美
し
さ
に
感
動
し
て
以
来
、
少
し
ず
つ
ス
ケ
ッ
チ
を
重
ね
て
制
作
し
て
き
ま
し
た
。
遠
く
離
れ
て
い
て
も
私
の
い
る
場

所
は
、
美
し
い
ど
こ
か
の
場
所
と
確
実
に
繋
が
っ
て
い
る
…
と
思
う
だ
け
で
心
が
安
ら
ぎ
、
力
が
湧
い
て
く
る
よ
う
な
気
が
し

ま
し
た
。
富
士
を
望
む
沼
津
の
海
と
珊
瑚
礁
の
沖
縄
の
海
は
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
遠
い
南
の
島
に
思
い
を
馳
せ
て
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。　
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ぬましんストリートギャラリー
https://www.numashin.co.jp/street/
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●沼津信用金庫本店のウィンドウギャラリー     ●JR沼津駅南口より徒歩5分      ●夜10時までライトアップ

沼津信用金庫本店 〒410-8610 沼津市大手町5-6-16
                      TEL 055-962-5200

鍋島正一展　光の街 –水の國
2022年11月1日（火）～11月25日（金）

第415回 ぬましんストリートギャラリー

東京駅　120号

　海外旅行の往来がはじまり街に賑わいが戻りつつある中、今月は
画力溢れる鍋島画伯の水の都ベニスや、雨上がりの夜の光に浮かぶ
東京駅を描いた大作等、光の中で色彩輝く作品をお楽しみください。
　ご来廊をお待ち申し上げます。

《作家ご挨拶》
　欧州、とりわけ長く滞在し親しんできたイタリア風景を描いてきました。
澄み切った空気の中、強い光が造る明暗のコントラスト、柔らかい空気が
醸し出す色彩の調和など尽きることのないテーマです。思えば、風景の中に
光と水を求めて来ました。そんな中で、ようやく東京や日本の風景の魅力に
気づいたところです。手強い相手ですが、都会の片隅に咲く草花や夕日に
闊歩する人々の後ろ姿、夜の雨に濡れた歩道の揺めきをヒントに仕事を進めて
いこうと思っているところです。

沼津信用金庫本店のストリートギャラリー
JR沼津駅南口より徒歩5分／夜 10時までライトアップ

《海へ続く道》50.0 × 65.2

《青の時間》96.0 × 96.0

《森の群星》165.0 × 210.0

《見果てぬ夢》165.0 × 205.0

《海》135.0 × 65.0
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